

































応用1： 回帰における次元削減 – カーネル次元削減法
強い仮定が不要な汎用性の高い次元削減法
・ カーネル次元削減法（KDR）： 条件付独立性に基づく
・ Gradient-based method (gKDR)：
回帰関数の勾配のカーネル推定量に基づく．

















































Planck研究所，University College London, CMUなど世界
の一線の研究機関と共同研究を推進しています．
興味のある方は，fukumizu@ism.ac.jpまでどうぞ．








































（ノンパラメトリックHMM etc, infinite mixture etc)
(Fukumizu, Leng 2011 Submitted.)
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